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 核融合炉心プラズマの制御には，高温のプラズ

マから真空容器の内壁を保護することが重要な

要素の一つであり，そのために高熱流プラズマ

との接触を，ダイバータ板に限定するダイバー

タ磁場配位を用いることは，非常に効果的であ

る．このとき，ダイバータ板への熱負荷を低減

させる非接触プラズマの形成が急務となってい

る．  

GAMMA 10/PDXは，タンデムミラー型の大型

プラズマ閉じ込め装置であり，主閉じ込め領域

であるセントラル部において加熱されたプラズ

マが，開放端磁場配位を持つエンド部に高イオ

ン温度状態で到達する特色を生かした研究を行

っている[1-3]．昨年度よりエンド部に閉ダイバ

ータを模擬したダイバータ模擬実験モジュール

(以下D-module)を設置した．D-moduleは，2枚の

タングステン製のターゲット板をV字型に配置

してあり，角度調整が可能となっている．また，

また，モジュール内部にガスを入射することも

できる．  

本研究の目的は，プラズマの冷却機構を解明

し，GAMMA 10/PDXにおいて非接触プラズマを

形成することである．非接触プラズマの模擬実

験を行うにあたり，放射冷却の効果を詳細に評

価する必要がある．そのため，本研究ではアル

ゴン、キセノン等の希ガス入射による放射冷却

の効果の解析を目的として，様々な条件下での

D-module内のプラズマの可視領域の発光スペク

トルの測定を開始した．(図1)  

これら基礎実験の結果より，放射冷却の効果

を調べることを目的に，アルゴン及びキセノン

ガスの入射実験をそれぞれ行った．この実験で

は数多くの入射ガス元素に起因するスペクトル

線の波長同定が行われ，放射冷却に伴うエネル

ギー損失量の評価することができた．また，そ

の他のガスについても，ガス入射実験における

分光計測に基づいて放射冷却の効果を調べ，ガ

ス種及びガス量に対する損失エネルギーを比較

している． 

発表ではこれらについての結果や考察の詳細

を述べていく． 
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